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アジェンダ



錯視を軸とした地域連携と社会共創の広がり
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• R2030：社会共生価値の創出を目指す
• 茨木市観光協会 × 総合心理学部で連携
• SP Lab 6「さっかくラボ」開設（市民にも開放）
• 錯視 × 茨木童子グッズの販売（観光資源化）

背景



「錯視」で進める新たな地域創出
・「錯視のまち茨木」としての魅力づくり
・学生・研究者・市民が集う地域拠点化

※安威川ダム吊り橋整備の取り組み
　錯視・錯覚・だまし絵展コンテストへ転換

https://www.psy.ritsumei.ac.jp/akitaoka/ibasaku/ibasaku2025.html

取り組み目標



第 �回
錯視・錯覚・だまし絵展
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1. 錯視 × 観光で新たな体験価値を創出
2. 大学・学部の社会的プレゼンス向上
3. 茨木を錯視研究の拠点に

���� 年 �� 月～ ���� 年 �月に作品募集
茨木市内外より ��作品

取り組み概要



受賞作品
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受賞作品
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最優秀賞と優秀賞

「矢印の傾き錯視」
制作 : 岩田晴太朗

「鳴門の渦潮」
製作：杉原厚吉

「いばらき錯視」
製作：小野史典・佐々木恭志郎・
　　　有賀敦紀・山本健太郎・山田祐樹

「バラのエビングハウス錯視」
製作：臼井健太郎 

最優秀賞

優秀賞



イオンモール茨木内にて展示 ����/�/��-�/�

���� 年度実践状況



���� 年度実践状況
イオンモール茨木内にて表彰式 ����/�/�
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錯視を通じた「市民との交流」
・市民からのフィードバックも多数
　毎日 4000 名～ 5000 名以上が
　通過するエントランスでの掲示
　※多数の市民が興味関心
・募集から表彰までのノウハウ蓄積
・継続開催することで、「錯視のまち」
　としての茨木の定着（その第 1 歩）

���� 年度実践による成果
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確かな感触と今後の展望

• 学び・観光・経済がつながるプロジェクトと
して、今後の発展が期待

• 茨木市 × 錯視の可能性
錯視作品の展示・体験型イベント
学生・教職員・地域住民の交流を通じ、錯視の
魅力を共有

新たな観光資源としての定着を目指し
���� 年度以降も継続した取り組みへ

���� 年度実践による成果
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https://www.instagram.com/reel/DISqU7SPP
Ow/?utm_source=ig_web_copy_link&igsh=M
zRlODBiNWFlZA==

インスタグラムでも発信！

次なる展開へ！！


